
幼
稚
園

小
・
中
学
校

　今
年
度
も
、
新
し
い
体
制
の
も
と
、
園
・
学
校
の
新
学
期
が

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。各
園
・
学
校
の
管
理
職
の
紹
介
を
い
た
し

ま
す
。

　国
東
市
で
は
、各
園
・
学
校
が
教
育
目
標
を
掲
げ
、学
校
・
家
庭
・

地
域
の
三
者
が
連
携
・
協
働
し
な
が
ら

教
育
を
進
め
て
い
く
、「
地
域
総
ぐ
る
み

の
教
育
＝
目
標
協
働
達
成
の
取
組
」を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　新
入
園
児
・
児
童
・
生
徒
を
迎
え
新

た
に
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
、園
・
学
校
に

こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
28
年
度

園
・
学
校
管
理
職
等
の
紹
介

幼
稚
園
名

竹
田
津
幼
稚
園

国
見
中
央
幼
稚
園

熊
毛
幼
稚
園

富
来
幼
稚
園

安
岐
中
央
幼
稚
園

安
岐
幼
稚
園

河
野

　一
也

松
成
登
美
子

胡
子

　政
孝

國
廣

　精
一

山
元

　公
一

糸
永

　敏
明

大
内
山
敬
一

丹
田

　康
彦

清
水

　裕
子

丸
尾

　
　修

佐
藤

　直
美

福
田
千
代
子

園

　長

副
園
長

学
校
名

竹
田
津
小
学
校

伊
美
小
学
校

熊
毛
小
学
校

富
来
小
学
校

国
東
小
学
校

小
原
小
学
校

旭
日
小
学
校

武
蔵
東
小
学
校

武
蔵
西
小
学
校

安
岐
中
央
小
学
校

安
岐
小
学
校

国
見
中
学
校

国
東
中
学
校

武
蔵
中
学
校

安
岐
中
学
校

校
区
に
つ
い
て

河
野

　一
也

松
成
登
美
子

胡
子

　政
孝

國
廣

　精
一

岩
光

　一
郎

永
井
眞
智
子

井
手

　俊
郎

橋
本

　邦
彦

伊
藤

　尊
和

山
元

　公
一

糸
永

　敏
明

図
司

　和
子

本
多

　洋
介

矢
野

　之
英

豊
田

　
　崇

大
内
山
敬
一

丹
田

　康
彦

清
水

　裕
子

丸
尾

　
　修

滝
口

　俊
也

奥

　
　陽
子

岩
尾

　一
寿

山
田

　弘
司

井
上
加
奈
江

佐
藤

　直
美

福
田
千
代
子

石
丸

　哲
二

渡
邊

　昌
教

清
輔

　康
一

中
根

　文
秋

西
方
寺
・
竹
田
津
・
鬼
籠
・
櫛
海

赤
根
・
千
灯
・
野
田
・
中
・
伊
美
・
櫛
来

岐
部
・
小
熊
毛
・
大
熊
毛
・
向
田

浜
・
来
浦
・
岩
戸
寺
・
深
江
・
東
堅
来

富
来
浦
・
浜
崎
・
富
来
・
大
恩
寺

成
仏
・
下
成
仏
・
見
地
・
中
田
・
横
手
・
岩
屋

赤
松
・
北
江
・
田
深
・
川
原
・
原
・
安
国
寺
・
鶴
川

小
原

次
郎
丸
・
綱
井
・
重
藤

池
の
内
・
内
田
・
古
市
・
糸
原
・
小
城

三
井
寺
・
志
和
利
・
成
吉

手
野
・
吉
広
・
麻
田
・
狭
間
・
丸
小
野

両
子
・
富
清
・
糸
永
・
明
治
・
朝
来
・
矢
川

山
浦
・
掛
樋
・
油
留
木
・
吉
松
・
瀬
戸
田

成
久
・
中
園
・
大
添
・
山
口
・
下
山
口
・
西
本

馬
場
・
下
原
・
塩
屋
・
向
陽
台
・
武
蔵
町
向
陽
台

国
見
町
内
全
域

国
東
町
内
全
域

武
蔵
東
小
校
区
・
武
蔵
西
小
校
区

安
岐
町
内
全
域
・
武
蔵
町
向
陽
台

校

　長

校

　区

教

　頭

※

特
例
な
事
情
に
よ
り
、指
定
さ
れ
た
学
校
へ
の
就
学
が
困
難
な
児
童
・
生
徒
に
つ
い
て

は
、国
東
市
立
小
・
中
学
校
通
学
区
域
の
変
更
等
に
関
す
る
許
可
要
件
に
基
づ
き
、就
学

校
の
変
更
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
申
請
手
続
き：

国
東
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課（
☎
0
9
7
8－

7
3－

0
0
6
6
）

面
談
日
程
を
調
整
し
ま
す
。詳
細
は
国
東
市
Ｈ
Ｐ
に
記
載
し
て
い
ま
す
。ご
参
照
く
だ

さ
い
。

【問合先】　学校教育課　☎0978－73－0066

の

　だ
よ
り

教
育
教
育

里里

風
習
や
習
慣
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
！

　昨
年
の
年
末
、「
六
曜
」
を
掲
載
し
た

カ
レ
ン
ダ
ー
を
製
作
、そ
れ
を
市
民
に
配

布
し
よ
う
と
し
た
佐
伯
市
、杵
築
市
、臼
杵

市
、そ
れ
に
県
と
6
市
町
村
で
つ
く
る
国

東
半
島
宇
佐
地
域
世
界
農
業
遺
産
推
進
協

議
会
の
こ
と
が
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。何
が
問
題
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
？
マ
ス
コ
ミ
に
は「
六
曜
」に
つ
い

て
、次
の
よ
う
な
考
え
方
が
載
っ
て
い
ま

し
た
。

　①
六
曜
に
従
っ
て
行
動
す
る
こ
と
は
、

科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
か
な
い
迷

信
・
因
習
の
一
つ
と
し
て
考
え
て
い

る
。（
県
人
権
・
同
和
対
策
課
）

　②
六
曜
が
悪
い
わ
け
で
は
な
い
。根
拠
の

な
い
風
習
や
文
化
が
差
別
を
助
長
す

る
恐
れ
が
あ
る
。行
政
と
し
て
そ
の
点

は
配
慮
し
て
い
る
。（
九
重
町
）

　③
六
曜
に
こ
だ
わ
る
人
は
以
前
に
比
べ

る
と
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、ま
だ

大
安
な
ど
の
吉
日
を
好
む
人
は
多

い
。六
曜
を
使
う
こ
と
が
差
別
に
つ

な
が
る
と
言
わ
れ
て
も
正
直
な
と
こ

ろ
ピ
ン
と
こ
な
い
。逆
に
差
別
と
意

識
し
て
し
ま
う
こ
と
の
方
が
、差
別

を
助
長
す
る
気
が
す
る
。（
婚
礼
業
界

の
関
係
者
）

　ま
ず「
六
曜
」と
は
何
で
し
ょ
う
か
？
。

「
先
勝
」「
友
引
」「
先
負
」「
仏
滅
」「
大
安
」

「
赤
口
」の
六
つ
を
言
い
ま
す
。こ
の
い
く

つ
か
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。古
く
中
国
で
時
刻
の
吉
凶
占
い
で
使

わ
れ
て
い
た
も
の
が
日
本
に
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。今
も
結
婚
式
や
葬
儀
の
日
程
を

決
め
る
時
な
ど
に
こ
の「
六
曜
」が
出
て
き

ま
せ
ん
か
？
企
業
な
ど
か
ら
貰
う
カ
レ
ン

ダ
ー
に
よ
っ
て
は
、「
六
曜
」が
掲
載
さ
れ

て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　上
記
①
②
の
傍
線
の「
根
拠
が
な
い
」の

理
由
は
、「
六
曜
」の
配
列
の
仕
方
が
影
響

し
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。配
列
の
仕
方

は
大
き
く
二
つ
あ
り
ま
す
。

　ひ
と
つ
め
は
1
月
1
日
を「
先
勝
」と

し
、2
日
を「
友
引
」、3
日
を「
先
負
」…

と

い
う
よ
う
に
、年
間
を
通
し
て
順
番
に
配

列
す
る
方
法
。

　ふ
た
つ
め
は
、1
月
1
日
を「
先
勝
」、

2
月
1
日
を「
友
引
」、3
月
1
日
を「
先

負
」…

と
し
て
、1
月
の
場
合
は
2
日「
友

引
」、3
日
を「
先
負
」…

と
し
、月
末
で
打

ち
切
り
ま
す
。そ
の
た
め
、同
じ
日
な
の
に

「
大
安
」だ
っ
た
り
、「
仏
滅
」だ
っ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　そ
の
た
め
か
1
8
7
2（
明
治
5
）年
、

明
治
政
府
は「
太
陽
暦
」を
用
い
る
こ
と
を

決
め
、「
六
曜
」を「
妄
誕
無
稽
に
属
し
、人

知
の
開
達
を
妨
げ
る
」（
妄
誕
と
は「
で
た

ら
め
」の
意
）と
断
定
し
て
い
ま
す
。「
日
の

吉
凶
」に
関
わ
る
迷
信
を
禁
止
し
た
わ
け

で
す
。

　し
か
し
、1
5
0
年
経
っ
た
今
で
も
葬

儀
は「
友
引
」、結
婚
は「
仏
滅
」を
避
け
る

人
が
多
い
よ
う
で
す
。「
昔
か
ら
の
し
き
た

り
だ
か
ら
」と
い
う
考
え
方
は
、「
昔
か
ら

忌
み
嫌
わ
れ
て
き
た
か
ら
」と
い
う
差
別

意
識
に
通
じ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　現
在
は
ほ
ぼ
解
消
し
た
よ
う
で
す
が
、

迷
信
・
因
習
と
し
て
葬
儀
時
に「
清
め
の

塩
」が
あ
り
ま
し
た
。「
塩
」の
作
用
に
注
目

し
て
始
ま
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
が
、「
災

い
」や「
穢
れ
」か
ら「
塩
」の
作
用
で「
清

め
」て
、自
分
は
免
れ
る
と
い
う
発
想
か
ら

生
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
。「
六
曜
」も
こ
の

こ
と
と
同
じ
迷
信
と
し
て
な
く
す
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

（
文
責

　安
岐
分
室
・
本
多
）

ろ
く
よ
う

せ
ん
し
ょ
う

と
も
び
き

せ
ん
ぶ

ぶ
つ
め
つ

た
い
あ
ん

け
が

も
う
た
ん
む
け
い

も
う
た
ん

し
ゃ
っ
こ
う
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●
第
9
回
国
東
市
隣
保
館
ま
つ
り「
こ
こ
ろ
の
川
柳
」

課
題《
ま
つ
り
》応
募
作
品

あ
ち
い
け
ど
い
っ
ち
ょ
お
ど
ろ
か
お
ま
つ
り
じ
ゃ

池

　
　
　
　
　坊

宮
森
の
か
ぐ
ら
火
私
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー

国
東
町
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　木

　隆

　子

シリーズⅠ～Ⅲは『子どもの人権』に焦点を当て、子どもとの関
わり方、子どもの心を元気にさせる大人の対応等について考え
ましょう。
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